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こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
県
や
市
町

村
・
関
係
団
体
な
ど
で
組
織
す
る
国
東

半
島
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協

議
会
（
林
浩
昭
会
長
）
の
主
催
。
開
会

行
事
で
林
会
長
は
、「
世
界
農
業
遺
産
の

認
定
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

に
感
謝
し
ま
す
。
世
界
に
認
め
ら
れ
た

農
林
水
産
業
と
ふ
る
さ
と
国
東
半
島
に

誇
り
を
持
ち
、
時
機
を
逃
さ
ず
に
継
承

と
発
展
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
広
瀬
勝
貞
知
事
は
、「
認
定

は
あ
く
ま
で
も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。
住

民
の
理
解
を
深
め
、
日
本
中
か
ら
観
光

や
勉
強
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

県
外
に
も
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
世
界
農
業
遺
産
基
金
（
本

部
・
ロ
ー
マ
）
代
表
の
パ
ル
ヴ
ィ
ス
・

ク
ー
ハ
フ
カ
ン
氏
が
「
ジ
ア
ス
（
世
界

農
業
遺
産
）
認
定
と
そ
の
活
用
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
世
界
各
地

の
認
定
地
域
の
現
状
報
告
や
、
農
業
遺

産
の
保
全
・
発
展
の
重
要
性
を
語
り
ま

し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
国
東
半
島
宇
佐
地
域
に
お
け
る
世
界

農
業
遺
産
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ

ネ
リ
ス
ト
ら
が
農
業
や
地
域
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
ス
ナ
ッ
プ

　10月5日、アストくにさきで「国東半島宇佐地域世界農業遺産シン
ポジウム」が開催されました。会場には国東市民をはじめ、県内外から
農業や食の関係者など約500人が集まり、世界農業遺産認定を地域
活性化につなげる方策を探りました。

　
　
国
東
半
島
宇
佐
地
域

　 
世
界
農
業
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
東
市
で
地
域
活
性
化
策
を
探
る

　七島イの生産者らで平成22年に発足
した「くにさき七島藺振興会」の会員が、
円座やラグマット、草履などを展示しま
した。国内唯一の生産地である国東市。
七島イを日常生活にも活用してほしいと
いう願いが込められています。

　市内の写真愛好家でつくる「写
団くにさき」の会員が、世界農業遺
産認定を記念して国東半島宇佐地
域の風景や人々の営み、七島イ生産
の写真を展示しました。広瀬知事も
興味深く見つめていました。

● 

七
島
イ
の
工
芸
品
展
示

● 

世
界
農
業
遺
産
の
里
写
真
展

世
界
農
業
遺
産
の
里

特 
集


